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青森県地域の未来づくりサポート事業
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藤沢地区は人口273人（平成28年４月現在）で、藤沢コミュニティセン
ターを中心に、地域コミュニティ活動に積極的に取組んでいる地域です。

また平成26年度及び平成27年度に青森県集落経営・再生活性化事業にて
地域資源・課題を把握し、地域住民が主体となって活動目標設定を行い、
多世代交流や健康教室等の様々な取組をスタートしました。

地域の現状１
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地域の現状：取組の紹介１

３

多世代交流として毎年開催している繭玉づくり
地域にある保育園の園児を招いて制作しており、子ど
もたちの笑顔を見ると来年もやりたいという思いがこ
み上げてくる。



実施の背景、課題２

４

平成26･27年度の取り組みを紹介するパンフレット
「いんでねがふんちゃ」地域の将来イメージや目標を
掲げ、今すぐに取り組めることを話し合い、2年間の
活動をまとめています。



平
成
28
年　

4月

○ 無人販売所に係る打合せ及び講習会（7月まで毎週開催）
○ 獅子舞保存に係る練習会（7月まで月2回開催）
○ 今年度の取組みについてワークショップ開催

5月 ○ イチから住視察 → 受入先は別の自治体へ…

6月

7月

☆ 「直売所 ふんちゃ」開設
○ 新郷村川代地区との交流（カゴづくり、パークゴルフ大会） 
○ 先進地視察（秋田県大館市外）

8月

○ 多世代交流夏まつり開催（門付け等）
○ 直売所に係る打合せ（以降、月1回程度開催）
○ 獅子舞保存会に係る練習会（以降、月2回程度開催）

9月
○ ハタケシメジの植え込み
○ 新郷村ファン感謝デー参加（貝焼きホタテ販売）

10月 ○ ハタケシメジの収穫

11月 ○ 健康教室開催（3回開催）

12月 ○ 藤沢地区座談会

平
成
29
年

1月 ○ 藤沢地区多世代交流新年会

2月

3月 ○ 今年度の振り返りワークショップ（予定）

事業実施の内容３
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実施の内容：直売所に係る打合せ等３

６

無人販売所、ハタケシメジのブランド化、獅
子舞の保存についての活動に力を入れるため、
ファシリテーター派遣を依頼し、活動がさら
に加速化していった。



実施の内容：ブランド化に向けた検討３

７



実施の内容：直売所ふんちゃ　オープン！３

８

目標だった無人販売所「直売所ふん
ちゃ」を住民みんなの笑顔でオープン
を迎えることができた。
これまで親交を深めてきた新郷村川代
地区の野菜もたくさん並び、あっとい
う間に品切れになった。



実施の内容：伝統芸能の継承への取組３

９

伝統芸能である獅子舞保存の取り組み
では、笛の練習を実施し、練習の成果
があって、実際に笛の演奏ができるよ
うになった保存会員も生まれた。
お盆の時期に実施される行事にファシ
リテーターの方も参加して、一緒に演
奏していただいた。



（１）直売所運営について

効果・感想４

（２）ブランド化について

（３）伝統芸能の継承について

・会員のやりがい。
・井戸端会議により会話の増加。
・商品をいかに安定的に供給できるか。
・会員増加にどのようにつなげるかといった取組が必要。

・取り組むべき事項が多いため、様々な活動と参加者が必要。

・伝統芸能の楽しさを住民に発信。
・まだまだ住民の関心が低い。
・参加者が興味・関心を抱き、会員増加にどのようにつなげるかといった取組が必要。
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 住民がいつまでも若々しく生き生きと
 　光り輝ける、しごと・ゆとりを持ち、
　 健康である集落
 皆で和気あいあいと楽しく、地域の

　 つながりが絶えない集落
 地区の外の人にも魅力的で、新しい人　

　 やアイデアを受け入れる開かれた集落

今後の展望５
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　現在取り組んでいる活動や、今後の地区の将来
像は、多くの人が課題と感じている問題を直接解
決するものではないかもしれない。

　ふんちゃの人と人との繋がりや、自分
達の地区にある身近な資源を大切にし、
将来イメージに向かって、無理なくやれ
る範囲で活動を行っていくことで、それ
が大きな課題を解決する力になっていく。

今後の展望５
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